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大
人
一
般
質
問

Ｑ
長
期
計
画
策
定
に
対
す
る
審
議
会

の
答
申
に
お
い
て
、
中
学
校
の
再
編
は
、

令
和
７
年
度
を
目
途
と
し
、
出
来
る
だ

け
早
期
に
３
校
同
時
の
実
現
を
求
め
る

も
の
で
あ
っ
た
が
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

長
期
計
画
︵
案
︶

に
お
い
て
、
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
当

初
に
西
中
を
欅
台
中
に
統
合
す
る
予
定

で
す
。
以
降
、
令
和
９
年
度
当
初
に
、

大
河
小
と
竹
沢
小
を
統
合
し
た
新
設
校

を
現
西
中
に
開
設
し
、
令
和
11
年
度
当

初
に
は
、
み
ど
り
が
丘
小
を
同
新
設
校

に
統
合
予
定
で
す
。
ま
た
、
同
11
年
度

に
は
、
八
和
田
小
を
小
川
小
に
統
合
し

て
新
設
校
を
開
設
し
ま
す
。
そ
し
て
、

翌
令
和
12
年
度
当
初
に
は
、
東
中
を
欅

台
中
に
統
合
し
、
新
設
校
と
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ
さ
き
の
短
期
計
画
に
お
い
て
、
小

川
小
に
統
合
さ
れ
た
東
小
川
小
だ
が
、

現
状
で
課
題
等
は
あ
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
校
地
内
に
進
入
し
て
き
た
際
の
児
童

の
安
全
確
保
と
、
絶
え
ず
バ
ス
の
運
行

計
画
を
視
野
に
入
れ
て
学
校
の
日
課
を

計
画
・
決
定
す
る
こ
と
が
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
等
で
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　

物
価
高
へ
の
対
策
は　

　

災
害
時
の
受
援
計
画
の
策
定
は

答 

弁
令
和
７
年
度
に
西
中
を

欅
台
中
に
統
合
す
る
予
定
で
す

答
申
に
伴
う

長
期
の
計
画
は

学
校
再
編

学
校
再
編髙

たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

小学校として整備される予定の西中

賛否が分かれた議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他13議案は
全員賛成で原案どおり「可決」しました

議　員　名

  議　案　名

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

笠
原 

英
彦

髙
橋 

功
人
　
　 

笹
本 

孝
幸

五
十
嵐
康
博

髙
橋
さ
ゆ
り

本
多 

重
信

髙

瀬  

勉

井
口 

亮
一

笠
原 

規
弘

島
﨑 

隆
夫

田
中 

照
子

大
戸 

久
一

根
岸 

成
美

山
口 

勝
士

審

議

結

果

教職員ＩＣＴ環境整備物品売買契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

Ｑ
当
初
予
算
２
５
０
０
万
円
に
対
し
、

１
１
３
４
万
円
の
増
額
補
正
が
示
さ
れ

た
が
、
そ
の
背
景
は
。

Ａ
本
来
な
ら
、
令
和
３
年
度
の
運
行

実
績
等
か
ら
積
算
し
予
算
計
上
し
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
詳
細
な
運
行
形
態
の
検

証
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

と
同
額
と
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も

増
額
補
正
を
し
て
い
る
の
で
、
４
年
度

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
増
額
す
る
こ
と

は
見
込
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
不
確
定
な
要
素
が
多
く
、
予
測
す

る
事
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
前
年
度
と
同
額
と
し
ま
し
た
。

外
国
人
児
童
等
の
学
習
支
援

Ｑ
外
国
人
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
支

援
の
実
態
は
。

Ａ
現
在
、
小
学
校
に
外
国
籍
の
児
童

が
７
人
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
学
校

側
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
児
童
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。
現
状
は
２
人
の
児

童
に
対
し
、
学
習
支
援
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
母
国
語
が
ネ
パ
ー
ル
語
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
ロ
シ
ア
語
・
中
国
語

と
い
っ
た
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
の
で
、
実
際
に
そ
の
母
国
語
を

話
せ
る
支
援
員
を
配
置
で
き
る
か
と
い

う
と
、
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

現
在
、
中
学
校
に
は
支
援
を
要
す
る
生

徒
は
い
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
光
熱
水
費

Ｑ
町
全
体
と
し
て
光
熱
水
費
の
増
額

が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、総
額
は
。
ま
た
、

町
立
学
校
の
増
額
に
学
校
間
で
大
幅
な

差
異
が
あ
る
が
要
因
は
。

Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
に
よ

り
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
経
費
を
今
回

計
上
し
ま
し
た
。
補
正
額
は
光
熱
水
費

２
６
７
０
万
円
で
す
。
大
幅
な
増
に
な
っ

た
小
川
小
で
す
が
、
プ
ー
ル
の
水
に
濁

り
が
出
て
し
ま
い
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

を
し
な
が
ら
授
業
を
行
い
、
水
道
料
が

か
さ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
み

ど
り
が
丘
小
に
つ
い
て
は
、
最
大
需
要

電
力
が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
基

本
料
金
が
大
分
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
原
因
と
し
て
、
電
気
料
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
西
中
の
電
気
料
加

算
に
つ
い
て
は
、
他
の
学
校
に
比
べ
る

と
結
露
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
、

除
湿
機
を
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が

要
因
の
一
つ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

早めの実行委員会開催で、
各部所も十分な話し合い
が持て、より充実した七
夕まつりになると期待して
います。
小川町商工会青年部
部長 戸田直秀さん（旭町）（旭町）

頑張り頑張り
ますます

背景

議会議員の期末手当を0.1か月分引き上げ（年間4.30月→4.40月）

七
夕
ま
つ
り
の
運
営
支
援

Ｑ
七
夕
ま
つ
り
運
営
支
援
業
務
と
し

て
、
債
務
負
担
行
為
１
０
０
０
万
円
が

出
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
の
﹁
七
夕
ま
つ
り
﹂

の
準
備
を
早
期
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た

め
で
す
。
具
体
的
に
は
﹁
七
夕
ま
つ
り
﹂

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
実
行

委
員
会
の
早
期
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
予
算
が
大
幅
増

コ
ロ
ナ
禍
で
も
利
用
者
が
増
加

発言全文（小川町議会会
議録）は3月上旬から議
会ホームページで閲覧で
きます。

議
員
が
質た

だ

し
た　

聞
い
て
わ
か
っ
た

　

私
た
ち
の
町
、
ど
う
な
っ
て
る
？ 

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
契
約
の
締
結
2
件
な
ど

14
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
議
決
し
ま
し
た
。

特
に
旧
上
野
台
中
学
校
改
修
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
議
会
が
注
目
し
た
Q
＆
A
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　議員報酬に対する住民の皆さんの目や声には厳しいものがあるが、今回「議員提出議案」

としては初めて期末手当の引き上げに踏み切った。人口減少が続く中で、議員報酬や定数、

役割・機能など、地方議会の在り方についても議論を図っていく必要性を感じている。
Gikai's
e y e

忌憚のない
ご意見を

５年前に定めた議会の申し合わせ事項により、下記の勧告に準じて期末手当の
増額を図りました。過去２度にわたる勧告は減額を示すものであったため、
3年ぶりの引き上げとなりました。

議員提出議案

議員報酬及び費
用弁償等に関する
条例の一部改正

一
般
会
計
補
正
予
算

国  人事院勧告の概要
　　　 期末手当…民間の支給状況等をふまえて年間0.1か月分の引き上げ
埼玉県  人事委員会勧告の概要
　　　 期末手当…民間の支給割合に見合うよう年間0.1か月分の引き上げ
小川町  国・県の勧告に準じた対応
　　　 期末・勤勉手当…町長、副町長、教育長、一般・任期付職員も同様に引き上げ

つづく！


